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(2) 将来計画 （案） について 選抜方法研究委員会の合同委員会（ 10月30日）
（審議事項）昭和62年度第7回補導協議会（10月29日）
（議 題） ( 1) 昭和63年度私費外国人留学生 のため の 富 山大学




今；，γ：（ま， 昭和 63年度の山 山大学学生募集要項を10月30 日 附に次 のとおり発表し ま した。
昭和63年度富山大学学生募集要項 （抜枠）
1 . 募 集 人 員
学部 学利・謀f!1�. （ーも.u文教利） 説集人民 学部 '.'j:f.'1－・諜科（専攻教科） 募集人 員
人 人 丈 ー子・ fl· 95 数 ’芋 干、｝ .43 
文
lii 
ロ三五口 '.'; 文 ,':'!: f '1- 95 王里 物 理 え－さ・. f'I· 47 
li.Ul 190 化 に4：÷・ 千ヰ 43 
小学校教員養成課f/. 
ごT
生 物 ，」モ2一・ 手｝( ii2) 140 35 
教 中学校 教民養成謀れ
百合げp 地 球 千l 学 手｜ 32 
同語， 社会， 数学 計 (il:4) 200 
育 理科， 音楽， 美術 50 1電 . 工 足一ん一ー 千斗 53 
保健体育， 家庭 工 業 イじ ，－竺ι. 千jト 48 
二子 技術i， 英語 工 金 属 工 学 科 43 
養護学 校 教員養成課松 20 機 f成 工 Aナ且． 科 53 
音日 幼作国 教員養成 課松
え一旦・ ， ， 
生産機械工学科30 43 
240 部 イヒ ’学 工
点寸ふん- 科 43 
経i汽学科 1 44 電 二子 工 学 科 43 
畳間主
経 営 学科 言十帯主 1 24 （注5) 326 コ ー ス
i行 経営法学科 102 キ念 5十 1,386 経i汚学干｜ 20 
学 夜間主 続営学科 20 
立口ii コ ー ス 経営法学科 20 
計 ( ii=3) 430 
（注 ） 1 人文学部 の募集人員 （ 1 90 ） には， 帰国子女及び社会人 のため の 特別選抜によるも の （若干名） を含む。
2 教育学部における課程新設計画について
本学教育学部では， 昭和63年度から既設 の 小学校教員養成課程の 入学定員 1 40 名のう ち 40名を振 り 替
えて 「情報教育課松 （ 入学定員40名 ） 」 を 新設する ことを計画している。
この新設計画の詳細については， 昭和63年度政府予算案決定後 （昭和63年1月頃）， 「追加学生募集
要項」を発表する予定である ので， 教育学部志願者は特に注意する こと。
3 続消 学部の募集人員 （430 ） には， 推n� 入 学 （畳間主 コ ー ス 19名 以 内， 夜間主 コ ー ス 20名程度）， 帰国





なお， 経済学部の「畳間主コース」とは， 主と して昼間の授業を履修するコースであり， 「夜間主コ
ース」とは， 主と して夜間の授業を履修するコースであるが， 修業 年限は共 に4年である。
4 理学部の募集人員（200） には， 物理学科の定員一部留保第 2次募集 人員(1 2 ）， 物理学科・化学科・生
物学科・地球科学科 における帰国子女のための特別選抜及び生物学科 における社会人のための特別選抜
によるも の （若干名） を含む。
5 募集人員の増員について
本学工学部は， 上記募集人員 について増員 ( 16名程度） を計画 している。
昭和63年度予算の関係で現在は未確定であるが， この詳細は政府予算察の決定後（昭和63 年 1月頃）
発表する予定であるので注意すること。
2. 出 願 期 間
昭和63年 2 月 1 日（月）から 2 月10 8（水）まで。 ( 10 日消印有効）
受付は午前9時から午後5時まで。 ただし， 土曜日は正午までとし， 日曜日は受け付けない。
3. 検 査 期 日
昭和63年 3 月 5臼仕）
（教育学部小学校・養護学校・幼稚園教員養成課程の実技検査は 3 月 6 日（臼）
(1 ） 出 願 要 領
ア 人文学部の出願について
人文学部志願者は， 学科を指定 し， 必ず第2志望まで付 して出願すること。
イ 教育学部の出願について
教員学部志願者は， 小学校教員養成課程， 中学校教員養成課程の専攻教科， 養護学校教員養成課程又は幼
稚園教員養成課程を指定 して出願すること。
ただ し， 第 2 志望を付 して出願することができるが一部制限がある。
（ア） 第 2 志望とすることができる課程， 専攻教科 は次 のとおりである。
第 l 志望の課程（専攻） 第 2志望とすることができる課程 （専攻）
小 学 校 教 員 養 成 課 程
小学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程及び幼稚園教員養成課程相互間の他に
養護学 校 教 員 養 成 課 程
国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語，社会，英語）
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程
数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学，理科，家庭，技術）
英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語，社会，数学，理科，家庭，技術，英語）





中 学 校 教 員 養 成 課 程
数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学，理科，家庭，技術）相互間
（数学， 理科， 家庭， 技術 ） 英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学，理科，家庭，技術）相互間の他に
中学校教員養成課程（国語，社会，英語）
（イ） 中学校教員養成課程 （音楽， 美術， 保健体育 ） は， 第 2 志望を付すことはできない。
4. 入学者の選抜方法
入学者の選抜は共通第 1次学力試験， 第2次 の学力検査等， 調査書及び健康診断を総合 して行う 。
ただし 経済学部「夜間主コース」入学者の一般選抜は， 共通第 l次学力試験， 調査書及び健康診断を総合 し
て千子う 。
(1) 共通第 1次学力試験の受験を要する教科
本学 における共通第 l次学力試験の受験を要する教科は次 のとおりである。
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学 部 ・ 学 科 受験を要する教科名 受験を要する教科数
人 文 学 音日
教 育 学 部 国語， 社会， 数学， 理科， 外国語 5教 科
経 i斉 ：主子主． 音E
物 理 学 科
化 学 科
理 学 部 生物学干｜
国語， 社会， 数学， 理科， 外国語 5教 科
地球科学 科
数 学 科 国語， 数学， 理科， 外国語 4教 科
工 学 音E 国語， 数学， 理科， 外国語 4教 科
(2) 第2次の学力検査等
本学が実施する第2次の学力検ー企の検査教科・科目等 は次のとおりとし， 高等学校卒業の学力 程度を標準と
して出題する。
第2次の学力 検査教科・科目等
検 査 教 科 科 目ヲA以ー， 音E 学科・課程（専攻教科）
教科等 苧｝ 目
国 三ロ五ロ 国語 I ・国語II
人文学部 外国語 英語II・ 英語II B, ドイツ語， 朝鮮語， 中国語， ロシア 語のう
ちから英語は2， その他はl 科目選択
国 三ロ五口 国語I .国語II
小学校教員養成課程
数 学 代数 ・幾何， 基礎解析 1教科選択
養護 学校教員養成課f1\
外 国 語 英語II・英語II B 
幼柑；園教員養成課紅
4τEζ ・ やr.r 音楽実技
美術実技 1科目選択
保健体育 体育実技
教育学部 中 国 三ロ五ロ 国語I ・国語II（国語，社会，英語） 1教科選択兵寸立ー． 外国語 英語II・英語II B 
十立
（数学， 理科， 数 J一出会 代数 ・幾何， 基礎解析教
員 家庭， 技術） 外国語 英語II ・英語II B l教科選択
養 （ 立日 楽） 土 ＋工又 やr.r 音楽実抜成
課 （美 filif) コ＝止ミ やf.j 美術実抜
桂
（保 健 体 育） 保健体育 体育実技
数 十-
経済学部 畳 間 主 コ ー ス 外国語 英語II・英語II B 2科目 1 教科選択
又はドイツ語l科目選択
数 学 干；� 数 止一さ一・ー 代数・幾何，基礎解析，微分・積分，確率・統計 （ 統計は除く）
物 理 � 手｜ 数 2寸＂： 代数・幾何， 基礎解析
理 学 部 王里 干斗 物理
化 ，一Eι比. 科 数
ふ寸且）， 代数・幾何， 基礎解析
理 千；� 化 学
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理 科 物理， 化学， 生物 ， 地学のう ちから 1科目選択
生 物 寸－ー． 科 そ の他 小論文〔自然科学を学ぶ のに必要な論理的な思考能力並びに表現 力 など を問う。 （高度な知識そのも のを問うも ので
理 学 部 はない） 〕
1也 E求 科 守.＝一． 科 数
《寸且ー． 代数 ・ 幾何， 基礎解析
理 科 物理， 化学， 生物 ， 地学のう ちから 1科目選択
電 Aヌュ五ー 工 二会主子4 干ヰ
機 械 工 ι寸ιー 科 数 寸A以ー． 代数 ・ 幾何， 基礎解析
生産機械工 学 科 理 科 物理
電 子 工 且寸ん- 科
工学 部
工 業 化 寸A且，ー 科 数
Aナ4 代数・幾何， 基礎解析
理 科 化学
金 属 工 Aナu. 科 数 P寸且．ー 代数・ 幾何， 基礎解析
化 寸主以，ー 工 A寸ιー 手ヰ 理 科 物理， 化学のう ちから 1科目選択
（注） l. 経済学部 「夜間主コース」は第2次 の学力検査は課さない。
2. 理学部数学科は「数学」 を 2時限にわたって課す。 第l限〔代数・幾何， 基礎解析〕10:00-11:30, 
第2限〔代数・幾何， 基礎解析， 微分 ・ 積分， 確率 ・ 統計 （統計は除く） 〕12:30～14:00。
(3) 共通第1次学力試験及び第2次 の学力検査等の配点
教科等
区 分 国l三割語ロロ 社 会 数学学部（学科・課程） 理科 外国語
実
検査
技 小論文 小計 合計
共
第
通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 人 文 弓主主主．ー 音E 2 次 200 200 400 
小学校 教 員養成課程 共通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 養護学校教員養成課程 第 2 次 200 200 200 200 400 
教 幼稚園 教 員養成課程
中学校 教 員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 育 （国語 社 会 専
英語
攻
） 第 2 次 400 400 400 
弓品主主一， 中学校 教 員養成課程 共通第l次 200 100 200 100 200 800 1,200 
（数 学 理科 家庭） 第 2 次 400 400 400 技術専攻
部 中学校 教 員養成課程 共通第1次 200 100 200 100 200 800 
（音楽， 美術， ） 400 400 1,200 保健体育専攻 第 2 次
経済学科 ， 経 営学科 共通第1次 100 50 100 50 100 400 700 ff J 二 経営法学科 第 2 次 300 300 300 i斉 （量間主コース）
十会以， 経済学科， 経 営学科




通第l次 200 200 100 200 700 1, 100 数 寸－ー 科 2 次 400 400 理
共
第
通第1次 200 100 200 100 200 800 1,400 物 理 学 科 2 次 200 400 6 00 且寸ι一
化 寸，，，，」， 科 共
第
通第1次 200 100 200 100 200 800 1,200 地 王求 科 起き． 科 2 次 200 200 400 ：子音日
共
第
通第1次 200 100 200 100 200 800 1,6 00 生 物 品寸主ん- 科 2 次 400 400 800 
共
第
通第l次 100 100 100 100 400 800 工 A寸U，ー 苦E 2 次 200 200 400 
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5. 検 査 場
学力検従及 び健康 診 断 （再診断）は， 各学部ごと に 次の検変場 （予定）で行 う。 ただし， 志願者数によっては





／学力検査 \ 教 育 学 部 （ 富山市五官） ・…・・……… l 健康 診断 ）I 1 実技検査 ／ 
経済学部検査場
経済学部l立び教養部（ 富山市五福）…………… （学力検査 健康診 断）
理学部検査場
理 学 部（富山市五福）…ー………・ （学力検査 健康診断）
工学 部 検査場
工 学 部 （富山市五悩）…一－一…・ （学力検査 健康 診断）
6 . 合格者発表
合格者は， 昭和 63年 3月 18日制午前 9時本学 （富山市五福） に 掲示し、 かつ， 本人 に 通知す る。 電話その他 に
よ る問い合わせ には応じない。
経済学部推薦入学学生募集要項
(1)募 集 人 員
ア 「畳間主 コ ー ス （ 経消学科， 経営学科， 経営法学科）」
イ 「夜間主 コ ー ス （経済学科， 経営学科， 経営法学科）」
(2) 出 願資格及び推薦の要件
ア 「畳間主 コ ー ス J
1 9名 以 内
20名程度
高等学校の専門 教 育を主とす る学科 （ �、わゆる職業科）を昭和63年 3 月 卒業見込みの者で， 次の各号 に該
当す る者。
（ア） 人物， 学力， 健康 において優れ， かつ， 勉学意欲が旺盛であり， 高等学校長 が責任をもって推薦す る 者。
（イ） 高等学校の最終年 次 における成績が所属学科の上位 10% 以 内の者。
なお， 高等学校長が推薦できる人数は， 1 高等学校 につき 2 名以 内とす る。
イ 「夜間主 コ ー ス 」
高等学校を昭和63年 3 月卒業見込みの就職 内 定者で， 人物， 学力， 健康 において優れ， かつ， 勉学意欲が
旺盛で、あり， 高等学校長カ、責任をもって推薦す る 者。
(3） 出 願 期 間
昭和62年 1 1月 16 日 (IJ)から 1 1月 2 1日け）正午 ま で に 必着の こと。
受付は午前 9時から午 後 5時 ま で。 ただし， 土曜 日 は正午 ま でとす る。
(4) 入学者の選抜方法
推薦 入学者の選抜は， 共通 第 l 次学力試験 及 び 第 2 次の学力検査を免除し， 推薦書， 調査書， 志願理白書司
小論文， 面接及 び健康 診断の結果を総合して判定す る。
ア 選抜期 日 ・ 場所
コ ー ス 月日 （曜） 時間帯等 士碁 所 f詣 考
集 メ口入 9:00 富山大学経済学部 小論文作成のため
畳間主 コ ー ス 1 2 月 9日（水） 小論文 9: 30 ～ 11:10  （富山市五福 3190 の資料 には， 英文
面 接 13: 00 ～  番地） が含 ま れ る。





夜間主コース 12月 6 日（日）
小論文 9:30～11 : 1 0  
面 接 1 3:00～
イ 健 康 診 断
げ）提出され た調査書により審査し， その結果， 必要と認められた者について再診断を実施する。 該当者の
受験 番号及び検査の詳細は， 選抜当日の小論文終了後， 検査場に掲示する。
（イ）調査書「健康の状況」欄の記載内容が事実と相違する場合は， 入学許可を取り消すことがある。











本学では次のとおり特別選抜を行うが， 詳細については別に要項があるので， 240円切手（速達の場合 440円）
をはった返信用封筒〔角形3号（21. 6cm×27.7cm）〕を同封のうえ， 「帰国子女（または社会人） 特別選抜募集
要項請求」と朱書して請求すること。
(1) 帰国子女特別選抜実施学部等
人文学部， 経済学部「昼間主コース」， 理学部（物理学科， 化学科， 生物学科， 地球科学科）
(2) 社会人特別選抜実施学部等
人文学部， 経済学部「夜間主コース」， 理学部（生物学科）




















目については， 別に募集要項があるので， 240円切手（速達の場合440円） をはった返信用封筒〔角形3号（21. 6 
cm×27. 7cm）〕を同封のうえ， 「理学部定員一部留保第2次募集要項請求」と朱書して， 下記に請求すること。
なお， 入学志願者は， 出願期聞が短いので， 提出書類等は事前に準備しておくことが必要である。
(1）出願期間 昭和63年 3月20日（日）ー3月24日（木）午後5時必着













所 属 r. 
研 員果
62年度 63年度 64年度1哉 氏
ホヤのlfll球細胞から抽出した
一般C 理学部 助教段 道 端 パナジウム結合物質の粕製と構 1, 500 
.iii決定
（ 学事調査係）
人 事 異 動
異動区分 発令年月 日 氏 名 異動員ljの所属’1.''·" 異 動 内 谷 任命権者
t禾 用 62. 1 0. 26 Jll 秀 �r 事務補佐員（入学主幹付） 富山大学長
62. 11. 1 庄 .：.r 助教授（理学部） II 
II 大 1i 祁： 議 JI:}] 手（理 学部） II 
月故 62. 1 0. 20 今 井 'f＼＇保二r 事務補佐員（工’学部） 辞職 を承認する II 
62. 10. 31 w ,(,) みゆき 事務補佐員（工学部） 辞職 を承認する II 











名称j成 62. 1 0. 27 西 村 iii 事務局長 経理部 長事務代理 を免ずる II 
（任用係）
学 内 諸 報
叙 勲
昭和62年秋の叙勲
11月 3 日付けで， 昭和62年秋の叙勲が発表さtし 本
学関係では次の方が受章されました。
名誉教授 養田 賞 勲二等端宝章
名誉教段 小森 典 勲三等旭 日中綬章
富山共済組合支部連絡協議会ソフトボール大会
去る1 0月8 日（村常願寺公園において， 富山共済組
合支部 連絡協議会主催のソフトボール大会が行われま
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4 対 4 で， ト スにより決勝進 出を決め ま した。 そして
今 年も決勝戦は公立学校と対戦となり ま した が， 今 年
は昨 年の雪辱を果たし， 3対lで優勝し ま した。
詳細は， 次のとおりです。
日 時 10月 8 日 （村 午前 9 時 ～
場 所 常願寺公 園 野球場
報 �M88-'ij 
優 勝 富山大学支部





期 日 10月 3 1 日 仕）




文化部会は恒例の半 日 旅行を， 北アル プスの巨峰剣
岳の前面に連なる早月尾根の 山麓でしかも， 冬季剣岳
登 山口として知られる馬場島へ行った。 あいにくの 秋
雨模様ではあったが， そのなかに煙むる紅葉は一段の
趣 があった。 一同， 山岳遭難停に詣で， 早月川原に遊
ぶ 野猿の群に別れを惜しみな がら， 次のコース穴の谷




本学の学 内 共 同 教育研究施設である地域共 同 研究セ
ン タ ーの 起工式 が， 10月16 日 午前 1 1時から工学部 キ ャ
ン パス東側の建設用地で行われ ま した。
建物は， 延1, 140m＇の 2階建てとして先端技術に 関









去 る 1 0月 21 日 休）午後 3時～ 5 時， 本学人文学部 1 22
番教室において， 顧杢キll氏の講演会 （通訳人文学部
助教授 檀上 寛 ） が開催された。
氏は本学と友好関係にあ る 中 国遼寧大学歴史系の副
教授で＼同大学の副学長でもあ る 。 本 年 8 月 31 日から
1 月 3 日 までの約二ヶ月間， 友好学術交流の打ち 合わ
せと研究のために 来 日 された。 氏の専攻は 中 国前近代
史と史学史であり， 特に 歴史上戸の改－�；：に 対す る 関心が
強し それらの分析の結果を現代の改＿.y.：，にいかに 生か
すかが， 氏にとっての究依のテーマだとされ る 。 来 日
を機に， 上 記の標題で、記念講演が行われた。 教職員，
学 生など約1 20名の聴講者があリ， 中国の歴史と， 改




前進す る ということであ る 。 日 本では大 化の改 新や明
治紺事｝「が成Ji]を収め， 中国でも秦始皇， 唐太宗らの時
代にはすぐれた改｝fが行われ， 杜会が 発展した。 しか
し 中国は近代にな る と， 百日維新が保守派の西太后の
ために失敗して以後， 半封建・半M民地への道松を急
速にすべ り 落ちていった。 つ ま り ， 改；ifは 発展と進歩
とを推進し， 改革の 内容がよければ 歴史の 発展も早い
ということを， 中 日 の 歴史が証明してい る のであ る 。
次に第二点は， 中国の現今 の 改��＂：は必ず成功す る と
いうことであ る 。 現tt・ 中 国では第二次；め命と呼ばれ る
遼寧大学 顧査相
改ゅーが進行 中だが， 中 国はこの 改革を 経 る ことで新ら
しく 生まれかわ り ， 経済力も必ず飛躍す る に違いない。
ただしそのためには三つの条件が備わ る 必要があ る 。
H， 最高指導者が確固た る 改革派であ る 。 （コ， 改革政
策が継続して行われてい る 。 （斗， 改革と並んで 開放政
策が重視されてい る 。 以上は歴史上の 改革を通して導
き出した結論だが， 私が思うに改革の成功を保証す る
これらの諸条件は， 今 日 すでに備わってい る 。 それ故，
中国が現イi進めてい る 改革は， 必ず成功す る と確信す
る のであ る 。
最後に， 中 国の 改革の現状について述べてみたい。
現在の改革事業は 1978年の 第 1 1 期 3 中 全会に始ま り ，
その後農村 改車は相当進行して堅実な物質的基礎がも
たらされた。 この基礎の上に立って都市の経済体制の
改＿It•：ιも行われ， 多くの 中 小企業では租賃制 ・ 承包制 ・
労働分配制などを導入して， 生産を飛躍的に増大させ
た。 また， 政治体制の 改革については， 来 た る 中 国共
産党 第1 3 回 代表大会で幹部の若返 り が図られ， 旺盛な
精力で 各方面の 改革が進められていくはずであ る 。 さ
らに教育面については， 今日知識人の地位は四人 組時
代に比べて大きく向上してい る 。
しかしながら， 中 国は 歴史が古〈， 改革は困難で一
朝一夕に達成でき る ものではない。 そこには過程が必
要なのであ る 。 従って改革の現状を一言で概括すれば
い困難を伴いなカ、らも， 第一歩には勝 利を収めたかとい
ったところであろう。 今 後の展 開は， 改革の大会であ
る 第 1 3 回 代表大会以後の ことであ り ， この大会こそ中
国の改－•＇（＞：を新たなー草：の上に書き込むことにな る と考
えてい る 。
講演を 終え る にあた り ， 七言律詩「訪 日 行懐」一首
を賦して， 私の訪 日 の体験と心情とを表明したいと思
7。
訪 日 行 懐
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（秋の盛 り に 東都の国 日 本を訪問し， 足のrt1Jくところ
見 る も聞くも新しずくめであ る。 友邦の優れた点を博
〈採用し， 中 国に持ち帰って 国家建設に役立てようと
思う。 ま た， 望むことは， 多くの方が 中 国に 来られる こ
報 者＼288.J,J·
とであ る 。 その時には美刑を尽く用意して佐貨のため
に宴を催そう。 東に渡 り 西に航海して頻繁に交流すれ
ば， 鑑真も阿倍仲麻呂も魂が慰められることであろうJ
（人文学部｝
シリーズ「富山大学， あの日あの頃J (14) 
老生の追憶 その3 （原富慶太郎先生の追憶）




老いた る者の 中 には智慧あ り ， 寿長者の 中 には頴悟
あ り 。（ヨブ記12/12)
人聞の教養はこのような樹木に比べ る ことができ る。
老樹は棋を深〈大地に宿して栄養を深みから吸収す る
と 同時に， その頂きを高〈 天空に拡げ＼その高みから，
太陽の光と熱からも吸収す る 。







富先生と私とが共にこの五福の キ ャ ン パスで暮らした
のは昭和24年から33年 ま での約 9 か年であった。 登下
校の際に互いに挨拶を交わすのはその都度であったが，
さ り け‘なく言葉を交わしたのは幾 回であったであろう
か。 しかし人聞はその存者1：， その姿だけでも無言のう
ちに言葉よ り もは るかに多く 語 り 合ってい る こともあ
る 。 そういえは， 私は学生時代のあ る 日 ， 一人の友と
共に校庭の一隅に立っていた。 その時， 校庭を斜めに
よぎる 一人の若々しい教授の姿があった 。 私は友を顧
みてあれば誰かと質ねた。 彼は 歴 史の新見吉治教授だ
と答えた ， この一瞬の印 象が終生私の心に残った。 講
症に列す る 機会は遂に一度も無かった。 そして瑞々し
し 見る からに魅力あ る 若き教授も， 人 生の探測を満
喫し， 百歳に近くおな り になった頃， 固よ り 私も老境
深〈足を踏み込んでのことであ る が， この頃になって
先生と私との聞に深い心の交流が始 ま り ， 先生が私に
送られたご書翰が先生の百歳のご生涯の絶筆となった。
これは巻物となって桐の箱におさ ま ってい る 。 深さは
つω
富山大学名誉 教授の 会 溝 上 茂 夫




原富慶太郎先生， 明治24 年 8




完 全な独学の士。 大正 3 年弱冠
2 1歳にして 師範学校 ・ 中 学校 ・ 高等 女学校 教 員 検定試
験数学に合格。 いわゆ る 文検と称す る難関， 特に数学
は天才と努力の結合であ る と思う。 翌4 年から 1 1年 ま
での 6 ' 7 年の聞に， 大阪府， 奈良県， 大分県， 愛知
県， 埼玉県等， 五つの府県立 中学校を転々。 先生の優
れて安定し， 特別に落着いたご性格から察して， 何か
の苦労がおあ り になったのかも知れなし、。 その 9 年間
を経て， 昭和 1 2年， 30歳にして高等学校高等科 教 員 検
定試験数学に合格。 これは 全 国 に異数であ る。
昭和 2年 1 0 月 ， 富山高等学校 教授として来任， 同24
年 6 月 ， 富山大学教授， 同 27年よ り 2年間， 富山大学
大学評議員併任， 33年 3 月 定年退官， イI：職期間 9 年，
前身の高等学校教授22年を合算して在職年 数約30年の
長きに達す る 。
師の人格と生活， 講義と研究態度等に感銘す る こと
なくして師と 同 じ進路を選ぶ若者は稀れであ る 。 旧制
富山高等学校において原富慶太郎先生から数学を学び，
当時数学のメッ カと称えられた 東北大学に進み， 業を
了えて富山大学に職を奉じた先生の教え子も数名 に 及
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H�戸， 物静かにして謙虚丁寧， ’，l（，•に笑みを；i�う。 円である。 回より私の親友の一人である。数学その ものの，
研究も大切であるが， 数学教育の研究もこれに劣らず




















ギ務補佐J4 u： 川 秀 二f
教養部
教 技 術 山 幸 男
（数 学）
議 ）克師 下 山
（フランス語）
附属図書館
事務補佐員 寺 島 和 裕
（総 務 係 ）
〈住所変更〉
事務局
文部事務官 新 出 信 幸
（出納 係 ）
理 学 部
助 教 授 笹 山 雄 一
（形態 学）
教養部
助 教 授 菊 川
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主 要 行 事
第 1 5 回 国 立 大学保健管理セ ン タ 一 所長 会議
本
部
｜ （ 於 ： 福 岡 市 私立学校教職 員 共済組合カ。ー
デン パ レ ス）
1 0 月 26 日 昭和62年度 第 l 回 国 際交流委員 会留学生部
1 ～ 2 日 昭和62年度物品定期検査 （ 工 ・ 養 ・ 教育） Zヨエ" 
2 日 昭和62年度 第 7 回 補導協議会 ・ 第 3 回 学寮 26 ～ 27 日 第45 回 東 海 ・ 北陸地 区 国 立大学長会議
補 導 委 員 会 の 合 同 委 員 会 （ 於 ： 三 重 大 学）
3 日 学長杯ソ フ ト ボー ル大会 行政財産等の実施監査
5 ～ 7 日 昭和62年度体育 系 サ ー ク ル リ ー ダー研修会 27 ～ 30 日 昭和62年 度 国 立学校等幹部職 員 研修
（ 於 ： 山野 ス ポー ツ セ ン タ ー） （ 於 ： 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合セ
5 ～ 9 日 昭和62年度物品定期 検査 ン タ ー）
（ 経済， 本部， 人文 ・ 理） 29 日 授業料減免選考委 員 会
6 ～ 7 日 第23 回 国 立41 大学庶務部長会議 29 ～ 30 日 第22 回 東海 ・ 北陸地区国立大学事務 局 長 会
（ 於 ： 市町村職員共済組合保養所 ちとせ荘） 議 （ 於 ： 静岡 大学）
8 ～ 9 日 第46 回東海 ・ 北陸地区国 立大学等施設部課 行政財産の実地監査
長 会議 （ 於 ： 名 古 屋大学） 30 日 第 1 4 回 北陸地区 国 立学校施設 担 当 者連絡協
9 日 第 3 回相互乗 り 入れ 等検討小委 員 会 議会 （ 於 ： 福井医科大学）
1 2 日 昭和62年度 第 2 回 富山大学施設整備 委 員 会 第 8 回 入学試験管理委員 会 及 び策 6 回 入学
第 4 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集委員 会 者選抜方法研究委員 会の 合 同 会議
1 3 日 北 陸地 区 国立大学 人事担 当 課長 会議 第 3 回 学務 関 係 係 長 会議
（ 於 ： 富 山 大学）
構内 交通対策委 員 会 人 文 A手L色
14～ 1 5 日 第23回41 国 立大学経理部長会議
（ 於 ： 信州 大学）
15～ 1 6 日 第 8 回 全 国 国 立大学学生部長協議会 1 0 月 7 日 物品定期検査
（ 於 ： 人材開 発 セ ン タ ー 富士研修所） 1 2 日 教務委員 会
1 6 日 地域共 同研究セ ン タ ー 起工式 教授 会
第 8 回 評議会 人事教授 会
第 3 回 部局 長 懇談 会 1 3 日 専 門 教育 課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
19 日 公 開 講座 （ 高齢化社会を考 え る 1 1 月 9 日 ま 14 日 後学期授業開始
で） 14 ～ 1 6 日 1 5大学人文系学部長 会議 及 び同事務 長 会議
21 ～ 22 日 第 25 回 全国 大学保健管理研究集会 （ 於 ： 茨城大学）
（ 於 ： 長崎市民会館） 1 6 日 内科検診
22～ 23 日 昭和62年度東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区 国 立学校 19 日 係長連絡会
等広報 ・ 文書研究協議会 （ 於 ： 浜名 荘） 20 日 紀要委 員 会
第72 回 東 海 ・ 北 陸地 区 国立学校等会計部課 21 日 係長連絡会
長 会議 （ 於 ： 富 山 大学） 施設委 員 会
23 日 部 局 長 会議 講演会
第 6 回事務協議会 「 中 国の改革と現状 中 日 の歴史よ り 見 た 一」
- 14  -
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講師 遼 寧 大学 副教授 顧 杢相
22 日 循環器検診 （ 於 ： 保健管理セ ン タ ー ）
28 日 教授会
人事教授会
コ ー ス 別 ソ フ ト ボ ー ル大会
30 日 補導委 員 会
教 育 学 部 ｜
1 0 月 1 日 入学者選抜方 法検討委 員 会
2 日 附属学校運営委 員 会
物品定期検査
2 ～ 3 日 日 本教育大学協 会北陸地 区社会科部門研究
協議会 （ 於 ： 鯖江市 ）
6 ～ 7 日 日 本教育大学 協 会北陸地 区保健体育部 門 研
究協議会 （ 於 ： 新潟大学 ）
8 ～ 9 日 日 本教育大学協会北陸地 区 国 語科 ・ 書道科
合 同 研究協議会 （ 於 ： 富山大学）
14 日 拡 大将来計画委員 会
補導委 員 会




1 5 ～ 1 6 日 日 本教育大学協 会北陸地 区音楽部門 研究協
議会 （ 於 ： 信州大学）
16～ 1 7 日 日 本教育大学協 会北陸地区 数学部 門 研究協
議会 （ 於 ： 富山大学 ）
日 本教育大学協 会北陸地 区 外 国語部門研究
協議会 （ 於 ： 宇奈 月 町 ）
1 9 日 教育実習終了
1 9 ～ 20 日 昭和62年度秋期 全 国 国 立 大学教育学部長 会
議 （ 於 ： 埼玉大学 ）
20 日 後学期授業開始
循環器検診
21 日 毒物 ・ 劇物調査
22 - 23 日 昭和62年度北陸地 区 教 員 養成学部事務長協
議会 （ 於 ： 新潟大学 ）
23 ～ 24 日 日 本教育大学協 会北陸地区理科部 門 研究協
議会 （ 於 ： 新潟大学）
28 日 補 導委 員 会
人事教授会
29 日 紀要編集委 員 会
報 第288号
29 ～ 30 日 日 本教育大学協会北陸地 区 会学長 ・ 冨IJ学長
－ 学部長 ・ 学部教 員 合同 会議 （ 於 ： 上越教
育 大学）
経 済 学 部
10 月 2 日 昭和62年度転学部出 願者の選考委員 会
5 日 各種委 員 選考委員 会
物品定期検査
7 日 経済学部と教養部教務委員会委員の合同 会議
9 日 図書委 員 会
1 3 日 教務委員 会
人事教授会
教授会
1 4 日 専 門 教育 課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
入学方法検討委員 会
1 5 日 後学期授業開始
補導委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
1 6 日 教務委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
23 日 循環器検診
23 ～ 24 日 国 立 1 1 大学 経済 ・ 経営学部教官懇談会
（ 於 ： 山 口 大学 ）
27 8 補導 委 員 会
28 日 教務委員 会
教授会




1 0 月 7 日 特品定期検査
1 2 日 教授会
理学研究科 委 員 会
人 事教授 会
14 日 専 門 教育課程移行者 オ 1） エ ン テ ー シ ョ ン
1 5 日 後学期授業開始
1 6 日 内科検診 （ 於 ： 保健管理セ ン タ ー ）
1 7 日 教職科 目 に関す る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 9 臼 係長連絡 会
21 日 富山保健所によ る 毒物 ・ 劇物に 関す る 立 入
り 検査
係長連絡会
22 日 補導委員 会 （ 持 ち 回 り ）
EJ 
昭和62年 1 1 月 1 日 発行 学
29 ～ 30 日 国 立22大学理学部 長 会議， 国 立大学理学部




1 ～ 2 日 第 1 1 回 国 立大学47工学系学部長 会議総会
（ 於 ： 岐阜市）
1 日 物 品 定期 検査
9 日 改革検討委 員 会
1 3 日 教務委員 会
研究科委 員 会
14 日 教授 会
人事教授会
1 5 日 専 門 教育課程移 行 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
16 日 後学期授業開始
1 9 ～ 20 日 第20 回 北陸信越地区 国 立大学工学部長会議
（ 於 ： 富 山 大学工学部）
19 日 循環器検診
2 1 日 専任教授会
22 日 健 康 診 断
26 日 第 1 回事故調査検討委 員 会
27～ 28 日 第40 回 国立大学工学系事務 長 会議
（ 於 ： 名 古屋 市）






1 0 月 5 日 内 地 ・ 在 外研 究 員 に 関する 委 員 会
9 日 人 事教授会
教授会
1 2 日 図 書委 員 会
15 日 後学期授業開始
教授会
1 6 日 機種選定委員 会
22 日 循環器検診
24 ～ 25 日 親和 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 山代温泉）
27 ～ 28 日 1 2大学教養部長 ・ 事務長連絡会議
（ 於 ： 山 口 大学）
報 第288号
附 属 図 書 館
1 0 月 1 日 富 土 通 S E と の 打 合せ会 （ 図 書受 入）
6 日 物品定期検査
15 日 ワ ー キ ン グ グル ー プと富士通 S E と の 打 合
せ会
16 日 職員 健康診断 （ 内 科検診 ・ 尿検査 ・ 血圧 iHIJ
定 ）
20 日 係長事務打合せ 会
富士通 S E と の 打合せ会
22 日 循環器検診
26 日 係長事務 打合せ 会
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー
1 0 月 6 日 物品定期検査
20 日 消 防 訓 練説明 会
2 1 日 放射線管理区域消 防 訓 練
23 日 昭和62年 度 第 5 回 運営委 員 会
第 4 回 将 来計画専 門 委 員 会
26 日 R I 教育 訓 練 講演 会
2 7  B R I 特 別 健康 診 断
28 日 共 同 利 用 研究 中間報告会
1 0 月 6 日 物品定期検査
9 日 健康診断 （ 事務 局 ， 学生部， ト リ チ ウ ム 科
学セ ン タ 一， 保健 管理セ ン タ ー の職員， 男
・ 女）
16 日 健康診断 （ 人 文学部， 理学部， 教養部， 附
属 図 書館の職 員 ， 男 ・ 女 ）
1 9 日 循環器検診 （ 工学部 及 ぴ地域共 同研究セ ン
タ ー職 員 ， 35オ以上， 男 ・ 女）
20 日 循環器検診 （ 教育学部職員 ， 3 5オ以上， 男
・ 女）
21 ～ 22 日 第25 回 全国 大学保健管理研究集会
（ 於 ： 長崎市民会館）
22 日 循環器検診 （ 人 文学部， 理学部， 教養部，
附属 図 書館の職 員 ， 男 ・ 女）
23 日 第 1 5 回 国 立大学保健管理セ ン タ 一 所長会議
ハb
